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京都産業大学ボランティアセンターは、学生・教職員がボランティア活動に関心をもち、

実際に活動に取り組むことを応援しています。そのために、ボランティア活動のもつ面白さ

や魅力の発信、活動に参加するきっかけづくりなどさまざま取り組みを行っています。 

これらの取り組みが学生にとってより身近なものになることを期待して、センターでは

「学生スタッフ」を募集しています。学生スタッフは、センターとともにボランティア活動

の推進を担います。同じ学生の視点からアイデアを出しながら、センターのスタッフ（コー

ディネーター）と協力してイベントの企画・運営や学生への情報発信を担います。 

「ボランティアの魅力を伝えたい」「もっとたくさんの人にボランティア活動に参加して

ほしい」と考えている方は、センターと一緒にボランティアを盛り上げてみませんか？ 

 

学生スタッフは、こんなことに取り組みます。（予定）                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都産業大学ボランティアセンター 

学生スタッフ 募集要項 
 

ボランティアに関する情報発信 

昼休みの交流会や窓口でのボランティア情報

の提供など、ボランティアをもっと知ってもら

うための取り組みを行います。 

ボランティア説明会の運営サポート 

学内外のボランティア団体、NPO 等を招いて

活動を紹介する説明会「Let’s Try ! ボランテ

ィアフェスタ」の運営をサポートします。 

ボランティア体験プログラムの企画・運営 

初心者を対象としたボランティア活動体験 

プログラムの企画・運営・引率を担います。 

ボラセンキャラクター 

「ボラかに」 

 
他にも、自分たちで企画を提案した

り、イベントを運営したりすること

もできるよ！ 



学生スタッフになると、こんな力が身につきます。              

学生スタッフは、ボランティアとしてボランティア活動の推進を担います。それらの活動を

通じて、下記のような力が身につけることができます。 

 

 

さまざまな年代の方々と関わる機会が多くなるため、コミュニケー

ション力が向上します。 

 

 

ボランティア活動の推進のための企画立案・運営管理等を通じて、

企画力、提案力が向上します。 

 

 

ボランティア活動、市民活動の最新情報に触れることで、ボランテ

ィアに関する考え方が深まります。 

 

 

仲間と協力してプログラムをつくりあげる経験を通じて、協働する

力が身につきます。 

 

年間スケジュール（例）                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆コミュニケーション力が高まる！ 

☆企画力・提案力が向上する！ 

☆ボランティアに関する考え方が深まる！ 

☆協働する力が身につく！ 

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
へ
！ 

春 

夏 

秋 

冬 

ランチタイム交流会「ボランチ」 

ボランティアガイダンス「Let’s Try ! ボランティアフェスタ」 

ボランティア一日体験プログラム「わん☆ボラ」 

合宿研修 

ふるさとワークステイ in ふくい 2015 

 

まちあるき企画 

ボランティア一日体験プログラム「わん☆ボラ」 

 

組織運営ワークショップ 

合宿研修 

年度ふりかえり、引き継ぎのためのまとめ 

 



応募要項                                     

  【活動内容】 

学生スタッフは、ボランティアセンターと協働し、下記の取り組みを進めます。 

・ボランティア募集・イベント案内等の情報整理および発信 

・学内外のボランティア団体を招いたガイダンスの運営 

・ボランティア活動に参加する体験プログラムの企画・運営・引率 

 ・学生スタッフによる自主企画の提案・実施 

 ・その他ボランティアセンター事業の運営補助 

【活動条件】 

・学生スタッフに、シフトはありません。コーディネーターと相談しながら、ボランテ

ィア活動の推進に向けた取り組みをすすめていきます。 

・週 1 回 1 時間程度、業務の調整、イベントの企画・立案等に関するミーティングを開

催します。日程はメンバー内で調整します。 

・イベント直前には、必要に応じて上記とは別に臨時のミーティング等を開催すること

もあります。 

・登録は単年度とし、各年度で継続の意思確認を行います。 

・学生スタッフの活動は「ボランティア」であり、給与は支払われません。ただし、活

動にかかる交通費、実費は、センターが負担します。 

【募集人数】 

 ・10 名程度 

【応募資格】 

 ・本学の学部学生および大学院生 

 ・ワード・エクセル等の基本的なパソコン操作が可能な方 

 ・ボランティアセンターの趣旨に賛同できる方 

 ※ボランティア活動経験は必須ではありません。 

【こんな方におススメです】 

 ・現在または過去にボランティア活動に参加したことがある方 

 ・地域社会の問題に関心があり、その解決に取り組んでみたい、と考えている方 

 ・特技（イラスト、パソコンが得意など）を社会のために活用したいと考えている方 

【応募方法】 

 ・別添の「学生スタッフ応募用紙」に必要事項を記入し、ボランティアセンター（3

号館 1 階）窓口まで提出してください。 

 ※E メール、郵送など手渡し以外、また本人以外による提出は受け付けておりません。 

【採用選考】 

 ・応募用紙の提出後、日程を調整し、面談を行います。 

 ・面談後、1 週間以内に採否を通知いたします。 



よくある質問                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興味をもたれた方は、まずお問い合わせください！ 

お問い合わせ先                                  

 京都産業大学ボランティアセンター（3 号館 1 階）担当：井上・山﨑 

本件に関するお問い合わせは、平日：8：45～16：30（13：00～14：00 お昼休み） 

 にお願いします。 

E-mail：volunteer-support@star.kyoto-su.ac.jp 

  TEL：075-705-1530 FAX：075-705-2946  

 URL：http://www.kyoto-su.ac.jp/outline/volunteer/ 

Q．今までボランティア活動をしたことがないのですが、参加できますか？ 

A．はい。学生スタッフは、ボランティア活動経験がなくても参加することができます。ボラン

ティアに魅力を感じ、それを他の人に伝えたい、という情熱を優先しています。ただし、相談

を受けたりする中で、活動経験を語ることは大きな強みになりますので、学生スタッフになっ

てからでも、さまざまな活動に参加してみることを強くおすすめします。 

 

Q．4 年次生なのですが、今からでも活動は可能ですか？ 

A．はい。学生スタッフは、いつからでも活動をはじめることができます。みなさんの今までの

経験をもとに、4 年次生なら 4 年次生、1 年次生なら 1 年次生にできるサポートを見つけ出

し、実践することができます。クラブやサークルを引退した後の参加も大歓迎です。 

 

Q．学生スタッフはアルバイトなのですか？ 

A.いいえ。学生スタッフの活動は、ボランティアです。給与は発生しません。ただし、活動に伴

う移動や作成物にかかる費用はセンターが負担します。金銭的な見返りはありませんが、たく

さんの人がボランティア活動につながり、成長する姿を見ることには大きな喜びが伴います。 

 

Q.学生スタッフは、サークルなのですか？ 

A.いいえ。学生スタッフは、クラブやサークルとは異なり、ボランティアセンターに所属して活

動する団体です。ただし、学部・学年の枠組みを超えて「ボランティア活動を啓発・推進する」

という一つの目標に向かって取り組むという点においては、サークルと共通点もあります。 

 

Q.学生スタッフと他の活動のかけもちは可能ですか？ 

A.はい。学生スタッフは、ボランティア活動の魅力を広く伝えていく役割が期待されています。

学内外でのボランティア活動や地域社会での活動などに積極的に取り組みながら、その魅力を

伝える取り組みに参加することは、それぞれの活動に大きな刺激を与えます。 


